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1日NJSK　浄化槽にいがた

■フローシート

十　　　l

循環(移送汚泥)

■仕様表
cxw2-5CXW2-7CXW2-10 

5 途�10 

1.0 亦紕�2.0 

稚心〉､ .追)だと 萄��ｴH�2�豸築B� ��1,000 ��ﾃ#C��1,260 

･㌔譜は ����2,230 �"ﾃ3c��2,990 

i/P滋ーi～ 寸 ���1,550 �1,750 

55-､お ��倅�ﾂﾂ�1,590 �1,790 

270(300) 

∵ ���3#��3S���

+ �� �����

- ��¢600×2l¢600×3 

アムズ株式会を
本　　　社:金沢市西泉3丁目92番地

(076)241-6181 FAX(076)242-2185

新潟営業所:新潟市中央区女池神明3丁目12番8号

(025)285-0331 FAX(025)285-2249

;ELW芸遺品g
前ばっ気型浮上漉過好気漉床方式

放涜水質:BOD20mg/A

午
後
三
時
の
定
刻
に
至
り
川
村
豊
作

事
務
局
長
が
開
会
を
宣
L
t
会
員
総
数

車
二
〇
名
の
う
ち
四
七
六
名
(
委
任
状

出
席
者
四
一
八
名
を
含
む
)
　
の
出
席
を

得
て
､
定
款
第
二
十
五
条
に
定
め
る
定

足
数
の
出
席
が
あ
っ
た
の
で
'
有
効
に

成
立
し
た
旨
を
報
告
さ
れ
た
｡

次
い
で
加
藤
大
二
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
'
川
村
事
務
局
長
よ
り
議
長
の
選

任
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
､
満
場
一

致
に
よ
-
大
桃
政
春
氏
を
議
長
に
選
任

し
た
｡続

い
て
議
長
の
あ
い
さ
つ
の
後
､
定

款
第
二
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る

議
事
録
著
名
人
の
選
任
に
つ
い
て
諮
っ

た
と
こ
ろ
､
満
場
一
致
に
よ
-
大
倉
辰

美
､
秋
山
正
良
の
両
名
を
選
任
し
て
'

議
案
の
審
議
に
入
っ
た
｡

第
一
号
議
案
｢
平
成
二
十
一
年
度
事

業
報
告
に
関
す
る
件
｣
'
第
二
号
議
案

｢
平
成
二
十
1
年
度
収
支
決
算
報
答
並

び
に
承
認
に
関
す
る
件
｣
を
一
括
上
程

し
､
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
'
満
場
一

致
に
よ
-
､
承
認
､
可
決
し
た
｡

次
に
第
三
号
議
案
｢
平
成
二
十
二
年

)

度
事
業
計
画
案
承
認
に
関
す
る
件
｣
､

第
四
号
議
案
｢
平
成
二
十
二
年
度
収
支

予
算
案
承
認
に
関
す
る
件
｣
を
1
括
上

程
し
､
議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
､
満
場

一
致
に
よ
-
承
認
､
可
決
し
た
｡

第
五
号
議
案
｢
補
欠
役
員
の
選
任
に

関
す
る
件
｣
石
橋
悦
雄
理
事
と
大
島
真

l
理
事
の
辞
任
に
伴
う
後
任
理
事
に
川

村
豊
作
と
蛭
間
博
の
選
任
に
つ
い
て
議

場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
､
満
場
一
致
に
よ

-
承
認
'
可
決
し
た
｡
尚
､
川
村
豊
作

理
事
に
つ
い
て
は
､
今
後
専
務
理
事
に

選
任
す
る
予
定
で
あ
-
'
そ
の
可
否
を

議
場
に
諮
っ
た
と
こ
ろ
'
全
員
異
議
無

-
同
意
し
た
｡

こ
れ
を
も
っ
て
議
案
の
審
議
す
べ
て

を
終
了
し
た
の
で
'
議
長
は
午
後
四
時

二
十
分
閉
会
を
宣
し
解
散
し
た
｡



NJSK　浄化槽にいがた(2)

新潟県県民生活･環境部

廃棄物対策課

安中康裕課長

単独処理浄化槽 劍ﾘy[傀�-��(峪�R��(ナ計 

2()年度末 �#�D�7�(b�21年度末 �#�D�7永b�21年度LLJ �(�ｹD�7永b�20年度末 �#�D�7�(b�21年度末 

設置基数 ��ﾘﾋ��設置基数 ��ﾙ'Xｮ��B�増減 ��ﾙ'Rﾘｮ��B�設置基数 �7俥ﾙ�ﾂ�設置基数 

付卜地域振興局 途ﾃ#���▲759 澱ﾃS#"�1,422 ��3�r�1,405 唐ﾃs�2�▲776 途纉#r�

新発田地域振興局 ��bﾃscr�▲1,288 ��R紊s��3,804 ��3�2�3,791 �#�ﾃSs��▲1,301 ��津#s��

末梢貢地域振興局 釘ﾃンB�▲273 釘緜#��1,542 ��#��1,663 澱紊3b�^152 澱ﾃ#ィ�

三条地域振興局 �#�ﾃCC��444 �#�ﾃャR�3,485 �#bｒ�3.745 �#2ﾃ�#b�704 �#Bﾃc3��

長岡地域振興局 �2ﾃ�S��▲213 �"ﾃイb�996 ��33R�961 釘��SR�▲248 �2ﾃ��r�

魚沼地域振興局 田#B�0 田#B�196 ���196 塔#��0 塔#��

南魚沼地域振興局 �2ﾃCc��▲272 �2��モ�1.415 ��3��1,407 釘ﾃピR�▲280 釘ﾃS迭�

十卜川J~地域振興局 �3�"�▲35 �3Cr�150 ��3��141 鉄3"�▲44 鼎モ�

柏崎地域振興局 涛R�▲7 塔��144 ��3���134 �#3��▲17 �##"�

上越地域振興局 ��津sC��▲992 ��ゅsC��6,887 ��cR�7,052 �#bﾃc#r�▲827 �#Rﾃｂ窒��

糸魚川地域振興局 ��ﾃcC2�▲77 ��ﾃScb�1,297 ��R�1,312 �"纉C��▲62 �"繝s��

新潟市 田2ﾃ涛R�▲1,775 田"ﾃ##��■7,850 鼎c��&3ll 都�ﾃイR�▲1.314 都�ﾃS3��

(権限移譲をそけた市町) 

阿賀野市 釘ﾃCSB�▲433 釘ﾃ�#��1,257 ��3S2�1,204 迭縱���▲486 迭ﾃ##R�

阿賀町 鼎C��▲45 鼎�B�447 途�454 塔澱�▲38 塔S��

三条rflL ��づ##2�▲91 ��づ�3"�4.027 �#唐�4.325 �#"ﾃ#S��207 �#"紊Sr�

長岡rflL 迭ﾃゴr�▲340 迭經�r�1.976 塔r�2.063 途ﾃ�32�▲253 途經�4��

湯i尺町 田�r�▲53 鉄SB�263 ��3��262 塔s��▲5Jt 塔�b�

十日町巾 ��纉bｒ�▲151 ��ﾃ����1,064 ��3B�1,060 �2ﾃ�#B�▲155 �"繝c��

仙崎市 �"ﾂｓ32�▲275 ��ﾃsS��2.700 ��｢�2.7()5 釘縱32�▲270 釘紊c2�

佐渡TTT 湯紊C��▲167 湯�#s2�2.767 鉄2�2.820 ��"ﾃ#�r�▲114 ��"���2�

合計 ��コﾃC�B�▲6,802 ��sゅc�"�43.689 ��ﾃ3#"�45.011 �##津��2�▲5,480 �##2緜�2�

※ 1　地域振興局の設帯基数は､浄化槽法の権限移譲をせけた市町の設置基数を除いています｡

※ 2 ｢21年度rTl士削或｣の基数は､浄化槽flt帳整備事業により新たに設置が確認されたものを含んでいます｡

と
も
浄
化
槽
の
普
及
促
進
と
信
頼
確
保

に
つ
な
が
る
取
-
組
み
を
展
開
さ
れ
る

と
と
も
に
､
県
の
浄
化
槽
行
政
へ
の
御

理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

社
団
法
人
新
潟
県
浄
化
槽
整
備
協
会

の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
'
平
素

よ
-
浄
化
槽
の
普
及
促
進
と
適
正
な
維

持
管
理
に
御
尽
力
い
た
だ
き
､
紙
面
を

お
借
-
し
て
厚
-
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
｡

さ
て
､
県
で
は
県
政
運
営
の
基
本
方

針
で
あ
る
　
｢
夢
お
こ
し
｣
政
策
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
｢
人
間
と
自
然
が
共
生
す
る

-
ら
し
｣
､
｢
安
全
で
快
適
な
環
境
づ
-

-
｣
'
｢
資
源
を
大
切
に
す
る
循
環
型
の

地
域
社
会
づ
-
-
｣
　
の
実
現
に
む
け
た

各
種
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
｡

そ
の
中
で
も
'
浄
化
槽
は
'
新
潟
県

環
境
基
本
計
画
の
目
標
の
一
つ
で
あ
る

｢
ク
リ
ー
ン
な
水
の
新
潟
｣
を
実
現
す
る

重
要
な
施
設
で
あ
-
､
そ
の
普
及
と
適

正
処
理
の
推
進
は
不
可
欠
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
｡
特
に
中
山
間
地
域
な
ど

で
は
'
管
渠
の
敷
設
を
必
要
と
し
な
い

合
併
浄
化
槽
の
整
備
が
有
効
で
あ
-
､

今
後
と
も
浄
化
槽
の
一
層
の
普
及
に
努

め
て
ま
い
-
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
､
安
全

で
快
適
な
環
境
づ
く
り
の
た
め
'
今
後

平
成
二
十
二
年
度
の
県
の
体
制
は
次

の
と
お
-
で
す
｡
一
年
間
よ
ろ
し
-
お

願
い
し
ま
す
｡

○
県
民
生
活
･
環
境
部

部
長
　
　
中
村
椎
枝
子
※

副
部
長
　
丸
山
雅
司
※

○
廃
棄
物
対
策
課

課
長
　
　
安
中
康
裕
※

参
事
(
技
術
補
佐
)
　
本
山
俊
介
※

事
務
補
佐
　
井
上
敬
一

資
源
循
環
推
進
係

係
長
　
小
林
倫
希
※

主
査
　
鈴
木
邦
英

主
任
　
石
黒
敦
之
※

※
平
成
二
十
二
年
四
月
着
任

平
成
二
十
一
年
度
末
の
浄
化
槽
設
置

基
数
は
､
単
独
処
理
浄
化
槽
十
七
万
八

千
六
百
二
基
　
(
平
成
二
十
年
度
末
か
ら

六
千
八
百
二
基
減
)
'
合
併
処
理
浄
化
槽

四
万
五
千
十
l
基
　
(
同
千
三
百
二
十
二

基
増
)
　
の
合
計
二
十
二
万
三
千
六
百
十

三
基
(
同
五
千
四
百
八
十
基
減
)
で
し
た
｡

な
お
､
平
成
二
十
二
年
度
か
ら
新
た

に
浄
化
槽
法
の
権
限
が
県
か
ら
'
長
岡

市
､
柏
崎
市
､
十
日
町
市
､
阿
賀
野
市
'

阿
賀
町
の
五
市
町
に
権
限
移
譲
さ
れ
て

い
ま
す
｡

(
表
参
照
)

浄
化
槽
の
設
置
状
況
に
つ
い
て
は
､

関
係
各
位
か
ら
多
大
な
る
御
尽
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
'
浄
化
槽
の
設
置
状
況

の
再
確
認
を
行
い
'
同
時
に
浄
化
槽
台

帳
の
電
算
化
の
作
業
を
行
っ
た
と
こ
ろ

で
す
が
､
残
念
な
が
ら
対
象
数
が
多
い

等
の
理
由
か
ら
確
認
が
不
十
分
な
部
分

が
あ
り
ま
し
た
｡

こ
の
た
め
､
昨
年
度
､
浄
化
槽
台
帳

の
精
度
を
高
め
る
た
め
､
政
府
の
緊
急

雇
用
創
出
事
業
臨
時
特
例
交
付
金
を
利

用
し
た
浄
化
槽
台
帳
整
備
事
業
を
行
い

ま
し
た
｡

具
体
的
に
は
'
浄
化
槽
台
帳
整
備
確

認
員
(
嘱
託
員
)
　
を
村
上
'
新
発
田
､

新
潟
'
三
条
､
長
岡
'
南
魚
沼
'
上
越
'

佐
渡
の
八
地
域
振
興
局
健
康
福
祉
(
環

堤
)
　
部
に
二
名
づ
つ
配
置
し
'
往
復
は

が
き
等
に
よ
る
事
前
調
査
の
後
､
浄
化

槽
台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
家
庭
･
事

業
所
等
を
直
接
訪
問
す
る
こ
と
な
ど
に

よ
り
'
浄
化
槽
台
帳
の
整
備
を
行
い
ま

し
た
｡な

お
､
三
条
地
域
に
お
い
て
は
'
確

認
対
象
基
数
が
多
い
こ
と
か
ら
'
三
条

振
興
局
健
康
福
祉
環
境
部
に
配
置
し
た

嘱
託
員
に
よ
-
引
き
続
き
確
認
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
｡
(
九
月
末
ま
で
の
予
定
)

こ
れ
ら
の
作
業
に
関
し
､
皆
様
方
か

ら
情
報
提
供
等
､
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
｡
こ
の
場
を
お
か
-
し
て
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
｡

(
新
潟
県
県
民
生
活
･
環
境
部
廃
棄

物
対
策
課
)



NJSK　浄化槽にいがた

受章式での小田島ご夫妻(環境省にて)

受章祝賀会にての謝辞

旭日双光章

(3)

＼くく｡　｢BODIO標準化主音｣

ニッコー小規模浄化槽浄化王型

高度処理性能をコンパクト型でついに実現

･従来品と比べてもさらに軽量化

コンパクト化

づロワ配管を1本化

放漉水音 

BOD ���ﾖr�決屬�

T-N �#�ﾖx�ﾄﾈ決屬�

SS ���ﾖr�決屬�

･流入一流出　管底差40mm

･放流ポンプ槽一体型もご用意

･支柱レス施工可能

( FRP評定取得　車両総重量之t以下の駐車場)

詩住≡
～ l k K仁)　81:)r) ) i〕

担体流動生物ろ過循環方式

今別扇.登録品

型式 ��(嶌咤ﾓXﾅ��浄化王-7型 ��(嶌蓼璽��ﾅ��

人格 迭�7 ����

総容量 (m3) �"���R�2.944 釘�##b�

全長 (mm) ��ｳ����2580 �#�3��

全幅 irnm) �?｣3����C���

全高 LmrTlう ��c���

本体貰I (kg) ��唐�252 �3C��

本体価格 (税込み,円) 鉄srﾃS���808.500 ��ﾃ�SR�����

ニッコー株式会社　　　　住設環境機器事業部新潟営業所

http二//www.nikko-company.co.jP　　　　新潟市中央区親松136-1 TEL 025(283)5010　FAX 025(283)5215

当
協
会
の
小
田
島
繁
信
副
会
長
(
社
団
法
人
新
潟
県
産
業

廃
棄
物
協
会
会
長
)
　
が
､
永
年
に
亘
り
産
業
廃
棄
物
業
界
の

発
展
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
環
境
衛
生
功
労
者
と
し
て
､

平
成
二
十
二
年
五
月
十
四
日
､
｢
旭
日
双
光
章
｣
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
｡

ま
た
､
受
章
を
祝
し
て
の
叙
勲
受
章
祝
賀
会
が
､
七
月

二

十

四

日

､

燕

三

条

ワ

シ

ン

ト

ン

ホ

テ

ル

に

お

い

て

､

二
百
六
十
三
名
の
出
席
の
も
と
､
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
｡



NJSK　浄化槽にいがた4)

人槽区分 兒ｩ%8ｾ��

5人槽 ��#�ﾃ���冷�

6人糟.7人糟 ��S�ﾃ�����

8人槽から10 人槽まで ����ﾃ���冷�

11人槽以上 ��ﾙ'X,冽h+x.儷r�

準的な工事費の 
1/10を基準と 

して市長が定め 

る額 

八槽区分 佇隗ｨ諍w�{���
内は税込額 

5人槽 �2ﾃ3C�?｢�2ﾃS�x冷��

6人槽.7人槽 �2ﾃ�#�冷ィﾃ���冷��

8人糟から10 人糟まで 釘ﾃSｂ�窿Bﾃ���竰�

11人槽以上 佰i�ﾘ�(峪�X,ﾉ,R�
持管理等に要す 
る費用を基に市 

長が定める額 

)

野
郡
潟
市
浄
化
槽
事
業
の
掌
に
つ
い
P
盛
四
･

十
条
･
第
十
一
条
･
第
十
二
条
】

分
担
金
【
第
十
五
条
】

公
設
浄
化
槽
の
設
置
を
受
け
た
受

｢
　
条
例
の
趣
旨
【
第
一
条
】

汚
水
を
公
設
浄
化
槽
で
処
理
す
る

こ
と
に
よ
-
生
活
環
境
の
保
全
､
公

衆
衛
生
の
向
上
及
び
公
共
用
水
域
等

の
水
質
の
保
全
を
図
る
た
め
､
公
設

浄
化
槽
の
適
正
な
設
置
と
管
理
に
関

し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
｡

二
.
対
象
と
す
る
浄
化
槽

(
新
規
分
)
　
整
備
区
域
内
の
設
置

希
望
者
の
申
請
に
基
づ
き
設
置
【
第

四
条
第
一
項
】

(
帰
属
分
)
　
整
備
区
域
内
の
既
設

合
併
処
理
浄
化
槽
の
所
有
者
の
申
請

に
よ
-
市
に
帰
属
　
【
第
二
十
六
条
】

≡
.
事
業
対
象

M
　
整
備
区
域
【
第
三
条
】

公
共
下
水
道
の
認
可
区
域
'
農

業
集
落
排
水
施
設
の
処
理
区
域
及

び
地
域
下
水
道
の
処
理
区
域
を
除

-
地
域
の
う
ち
､
市
が
公
設
浄
化

槽
整
備
区
域
に
指
定
し
た
地
域

㈲
　
対
象
住
宅
【
第
二
条
第
五
号
】

専
ら
人
の
居
住
の
用
に
供
す
る

家
屋
､
及
び
家
屋
の
延
べ
面
積
の

積
の
二
分
の
一
以
上
に
相
当
す
る

部
分
を
専
ら
居
住
の
用
に
供
す
る

兼
用
住
宅

(
※
事
業
所
'
店
舗
･
事
務
所
'

販
売
目
的
の
住
宅
等
は
除
-
｡
)

㈱
　
対
象
施
設

標
準
工
事
　
(
市
負
担
工
事
)

公
設
浄
化
槽
本
体
と
そ
の
前
後

一
m
以
内
の
流
入
管
･
放
流
管
の

埋
設
工
事

最
終
汚
水
ま
す
･
放
流
ま
す
の

設
置
工
事
'
プ
ロ
ワ
　
(
送
風
機
)

と
送
気
管
の
設
置
工
事

標
準
工
事
以
外
の
工
事
の
費
用

は
申
請
者
の
負
担
と
す
る
｡
【
第

六条】(
標
準
工
事
以
外
の
工
事
)

浄
化
槽
上
部
を
駐
車
場
と
し
て

使
用
す
る
場
合
の
補
強
工
事
な
ど

(
そ
の
他
申
請
者
負
担
工
事
)

水
洗
ト
イ
レ
改
造
工
事
､
宅
地

内
及
び
放
流
先
ま
で
の
排
水
設
備

工
事
'
屋
外
電
源
工
事
'
汲
み
取

-
便
糟
や
単
独
処
理
浄
化
槽
の
撤

去
工
事
な
ど
本
体
設
置
に
支
障

と
な
る
障
害
物
の
撤
去
･
移
転
･

復
旧
等
の
工
事

使
用
者
の
都
合
で
公
設
浄
化
槽

を
変
更
･
移
転
･
撤
去
･
復
旧
す

る
場
合
の
工
事
【
第
七
条
第
四
項
･

第
八
条
第
三
項
】

㈱
　
排
水
設
備

･
申
請
者
は
､
公
設
浄
化
槽
設
置

後
速
や
か
に
排
水
設
備
を
設
置

し
'
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｡
【
第
九
条
】

･
排
水
設
備
の
新
設
等
の
工
事
は
'

市
が
定
め
る
構
造
基
準
に
適
合

す
る
こ
と
の
承
認
を
受
け
た
工

事
計
画
書
に
基
づ
き
､
浄
化
槽

法
に
定
め
る
事
業
者
に
実
施
さ

せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
【
第

益
者
か
ら
分
担
金
を
負
担
し
て
い
た

だ
く
｡

五
.
使
用
料
【
第
二
十
二
条
】

公
設
浄
化
槽
の
使
用
者
か
ら
使
用

料
を
納
め
て
い
た
だ
く
｡
使
用
料
は

定
額
制
と
す
る
｡

市
が
行
う
維
持
管
理
は
'
保
守
点
検
'

清
掃
及
び
法
定
検
査
な
ど
と
す
る
｡

公
設
浄
化
槽
の
使
用
､
保
守
点
検
､

清
掃
等
に
伴
う
電
気
料
金
･
水
道

料
金
は
使
用
者
の
負
担
と
す
る
｡

【
第
二
十
四
条
】

使
用
者
等
の
責
め
に
帰
す
べ
き
事

由
に
よ
る
と
認
め
ら
れ
る
修
繕
費

は
､
当
該
使
用
者
等
の
負
担
と
す

る
｡
【
第
二
十
一
条
第
五
項
】

(
提
供
)
　
新
潟
市
下
水
道
部
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1.理事･監事
村 

礫i,_:塞薫′ 啌�ﾔ定ﾜs�������(��ﾂﾒﾂ�

会長 刮ﾁ藤大二 

理事 剌ｬm島繁信 

// 剄ｲ藤昂- 

// 剄ｲ野忠之 

大桃政春 

秋山正良 

ケ 

// 

監事 渡　辺　修　一

芝---∴ きゃ仁〝r∝､.汁.､一(守 ��hｨ8ﾊx�(487��ﾘﾇ偬H�(ｭi��Hhｺh棈�� 

嫁菜堆._1㌔. �-__珠美ノ嶺 �� 

副会長 劍卮ﾙu�?��

理事 劔68ﾏｹ(�&｢�

･ケ 劔)ii8�爾�

// 劍ﾏｹWH蓼�Wb�

// 劍抦�)��|r�

// 劍ﾘ)nﾉ.X���

監事 劍ﾘ(ｻI|y�ﾒ�

2.実務委昌

秋山正良　渡辺修一　平井邦幸　渡達紳-

｢
新
潟
県
浄
化
槽
総
合
管
理
協
議
会
｣

は
'
浄
化
槽
に
関
す
る
課
題
を
調
査
､

検
討
し
'
総
合
的
実
践
を
は
か
り
'
そ

の
成
果
を
広
-
関
係
者
に
供
す
る
た
め

に
'
お
互
い
の
立
場
で
意
見
交
換
し
､

共
通
認
識
を
得
る
機
関
と
し
て
'
社
団

法
人
新
潟
県
浄
化
槽
整
備
協
会
と
新
潟

県
浄
化
槽
検
査
機
関
連
絡
協
議
会
の
両

団
体
を
も
っ
て
設
立
さ
れ
'
｢
第
九
回

通
常
総
会
｣
　
が
平
成
二
十
二
年
六
月

三
十
日
に
県
公
社
ビ
ル
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
｡

議
事
に
つ
い
て
は
､
加
藤
会
長
が
議

長
に
な
-
平
成
二
十
一
年
度
事
業
並
び

に
収
支
決
算
を
は
じ
め
､
平
成
二
十
二

年
度
事
業
計
画
　
(
莱
)
並
び
に
収
支
予

算
(
莱
)
　
に
つ
い
て
は
､
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

役
員
に
つ
い
て
は
'
監
事
一
名
の
補

欠
選
任
が
提
案
さ
れ
､
満
場
一
致
で
承

認
さ
れ
ま
し
た
｡

加
藤
会
長
か
ら
'
浄
化
槽
の
水
質
検

査
に
つ
い
て
は
'
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ

で
話
題
に
な
っ
て
い
る
｡
浄
化
槽
検
査

の
料
金
に
つ
い
て
も
多
く
の
目
が
向
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
'
当
協
議

会
と
し
て
も
対
応
を
考
え
て
い
-
必
要

が
あ
る
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い

旨
の
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
｡

浄
化
槽
工
事
業
及
び
保
守
点
検
業

の
更
新
登
録
確
認
の
お
願
い

【
浄
化
槽
工
事
業
の
更
新
登
録
】

登
録
有
効
期
間
は
5
年

登
録
有
効
期
間
満
了
日
を
ご
確
認
の

上
､
更
新
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
｡

【
保
守
点
検
業
者
の
更
新
登
録
】

登
録
有
効
期
間
は
5
年

有
効
期
間
満
了
日
を
ご
確
認
の
上
'

登
録
満
了
日
の
2
カ
月
前
か
ら
1
カ
月

の
間
に
更
新
登
録
申
請
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
｡
(
例
え
ば
登
録
有
効
期
間
満
了

日
が
平
成
2
2
年
1
 
2
月
3
 
1
日
の
業
者
は
平

成
2
2
年
1
 
1
月
1
日
か
ら
1
 
1
月
3
0
日
の
間

に
更
新
登
録
が
必
要
で
す
｡
)

な
お
､
登
録
事
項
に
変
更
が
あ
る
場

合
は
､
変
更
届
出
を
済
ま
せ
て
か
ら
更

新
登
録
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
｡

当
協
会
発
行
の
｢
浄
化
槽
の
実
務
Q

&
A
｣
を
ご
参
照
-
だ
さ
い

ま
た
､
申
請
書
等
は
支
部
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
｡
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◆フローシート◆

(6)

ニッコー小規模浄化槽

浮1ほ
NIKKO　■ODIO

噸酬勝静
担体流動生物ろ過循環方式

BODIOng/B以下T-N20mg/A以下SSIOmg/jZ以下

新
規
浄
化
槽
の
耕
介

Q
&
A
シ
リ
ー
ズ
　
(
恥
l
)

ニ
ッ
コ
ー
株
式
会
社
で
は
'
こ
の
度

高
度
処
理
型
小
規
模
浄
化
槽
｢
浄
化
王
｣

を
製
品
化
い
た
し
ま
し
た
｡
コ
ン
パ
ク

ト
型
で
あ
-
な
が
ら
､
放
流
水
質
B
O

D
1
 
0
喝
/
L
以
下
､
T
-
N
2
0
咽
/
L

以
下
､
s
s
1
0
喝
/
L
以
下
の
処
理
性

能
は
業
界
最
高
レ
ベ
ル
を
誇
る
製
品
で

あ
-
ま
す
｡

従
来
型
の
生
物
ろ
過
方
式
の
浄
化
槽

に
お
い
て
は
'
ば
っ
気
用
･
逆
洗
用
の

2
本
の
プ
ロ
ワ
配
管
が
必
要
で
し
た

が
､
｢
浄
化
王
｣
は
独
自
の
逆
洗
シ
ス

テ
ム
に
よ
り
､
こ
れ
を
1
本
化
す
る
こ

と
に
成
功
し
ま
し
た
｡
こ
れ
に
よ
-
'

配
管
の
誤
接
続
も
解
消
さ
れ
ま
し
た
｡

◆
管
底
差
は
業
界
最
小

｢
浄
化
王
｣
　
は
流
入
と
放
流
の
管
底

差
が
業
界
最
小
の
4
0
m
｡
放
流
ポ
ン
プ

糟
を
使
用
し
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
､
レ

イ
ア
ウ
ト
の
自
由
度
が
高
ま
り
ま
し

た
｡

◆
支
柱
レ
ス
施
工
対
応

｢
浄
化
王
｣
　
は
支
柱
レ
ス
施
工
対
応

の
F
R
P
評
定
を
取
得
し
ま
し
た
｡
浄

化
槽
の
上
を
駐
車
場
　
(
総
重
量
2
-
以

下
の
事
柄
)
と
し
て
使
用
す
る
場
合
に
'

支
柱
工
事
が
不
要
で
す
｡
そ
の
た
め
'

工
事
費
､
工
事
時
間
の
短
縮
'
省
ス
ペ
ー

ス
化
が
図
れ
ま
す
｡
ま
た
'
放
流
ポ
ン

プ
槽
一
体
型
も
同
様
で
す
｡

◆
低
消
費
電
力
プ
ロ
ワ
を
採
用

｢
浄
化
王
｣
　
で
使
用
す
る
プ
ロ
ワ
は

5
'
7
'
1
 
0
人
槽
共
に
､
国
の
省
エ
ネ

基
準
を
ク
リ
ア
し
た
低
消
費
電
力
型
を

採
用
し
ま
し
た
｡

◆
本
体
形
状
の
見
直
し

本
体
は
構
造
解
析
に
よ
り
形
状
を
見

直
し
､
従
来
製
品
よ
-
も
軽
量
化
を
実

現
｡
強
度
は
保
ち
な
が
ら
原
料
使
用
量

を
減
ら
す
こ
と
で
'
c
O
2
排
出
量
を
削

減
し
ま
し
た
｡

家
庭
用
コ
ン
パ
ク
ー
型
で
､
業
界
初

の
放
流
水
質
B
O
D
1
0
喝
/
L
以
下
を

実
現
す
る
た
め
'
清
澄
度
の
高
い
処
理

水
を
得
ら
れ
る
生
物
ろ
過
方
式
を
採
用

し
ま
し
た
｡
さ
ら
に
比
表
面
積
の
高
い

担
体
を
用
い
て
､
微
生
物
保
持
性
能
が

向
上
し
ま
し
た
｡
ま
た
'
担
体
流
動
糟

を
直
列
に
2
槽
配
置
す
る
こ
と
に
よ

-
､
安
定
的
な
処
理
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
｡
｢
浄
化
王
｣
　
は
使
っ
て
納
得
頂

け
る
浄
化
槽
で
す
｡
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新任の川村豊作氏

去
る
七
月
十
六
日
'
新
潟
県
浄
化
槽

法
定
検
査
管
理
協
議
会
主
催
で
'
指
定

採
水
員
講
習
会
が
新
潟
県
庁
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
｡
受
講
者
は
四
十
三
名
で
し

た
｡
当
協
会
の
小
玉
相
談
役
が
浄
化
槽

の
し
-
み
'
設
置
･
施
工
に
つ
い
て
'

秋
山
理
事
が
浄
化
槽
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
講
義
い
た
し
ま
し
た
｡

当
協
会
の
理
事
で
あ
る
､
石
橋
悦
雄

氏
と
､
与
板
支
部
職
員
の
'
榊
原
真
知

子
氏
が
'
浄
化
槽
事
業
の
健
全
な
向
上
'

発
展
に
貢
献
し
た
功
労
者
と
し
て
'
平

成
二
十
二
年
五
月
二
十
六
日
'
受
賞
さ

れ
ま
し
た
｡

◇
略
歴

昭
和
二
十
四
年
六
月
四
日
生
六
十
一
歳

新
潟
県
立
大
学
事
務
局
次
長

(
平
成
二
十
二
年
三
月
)

◇
趣
味

スキー尺
八
演
奏
　
(
郡
山
流
尺
八
大
師
範
)

日
を
追
う
ご
と
に
､
所
在
が
確
認
で

き
な
い
高
齢
者
の
数
が
増
え
て
い
る
｡

一
〇
〇
歳
以
上
に
限
っ
て
こ
う
な
の
だ

か
ら
'
八
〇
代
'
九
〇
代
ま
で
調
べ
た

と
し
た
ら
'
ど
ん
な
数
に
な
る
の
だ
ろ

う
｡
そ
れ
ぞ
れ
の
家
に
､
外
か
ら
は
容

易
に
う
か
が
い
知
れ
な
い
事
情
が
あ
る

の
だ
ろ
う
｡
が
､
面
会
を
申
し
出
て
も

家
族
に
拒
否
さ
れ
た
'
な
ど
と
聞
く
と
､

心
が
沈
む
｡
長
寿
国
ニ
ッ
ポ
ン
が
､
暗

-
長
い
影
を
引
き
ず
っ
て
い
る
こ
と
に

思
い
至
-
ま
す
｡
一
体
'
ニ
ッ
ポ
ン
は

ど
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
｡
高

齢
者
を
い
た
わ
-
'
気
に
か
け
る
心
の

余
裕
す
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
ろ
う
か
｡
少
々
､
お
お
げ
さ
か
も
し

れ
な
い
が
､
ニ
ッ
ポ
ン
の
将
来
に
不
安

を
覚
え
ま
す
｡

最
後
に
本
号
を
発
行
す
る
に
あ
た
り

御
寄
稿
頂
き
ま
し
た
皆
様
に
御
礼
申
し

あ

げ

ま

す

｡

　

　

　

　

　

　

(

山

田

)

◆
浄
化
槽

メ
ダ
カ
も
ホ
タ
ル
も
一
戻
る
街
″

浄
化
槽
の
保
守
点
検
を
忘
れ
ず
に
行

い
ま
し
ょ
う
｡


